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小学生の とストレス反応との関連
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問題と目的

平成 年度から平成 年度の 年間で，学校

内でスクールカウンセラー，相談員による専門的

な相談を受けた児童生徒は約 人増加してお

り 文部科学省， ，いじめ，暴力，不登校な

どの学校不適応行動は深刻な状況であると考えら

れる。学校不適応行動の原因にはいろいろ考えら

れるが，友人関係や学業等のストレス反応が蓄積

し，陰性のストレス発散行動として表出すること

がその一つとして考えられている 島， 。

文部科学省 は，資質・能力を子どもたち

に育むことの重要性を示している。これまで

などの認知的な能力に関心が向けられてきたが，

ここ最近の非認知的能力への注目度は高い。本研

究では，国立教育政策研究所 の研究でも取

り上げられている に注目する。

， ， ，＆

は，長期的な目標を達成することができるか，と

いうことに着目し，「長期目標に向けての粘り強さ

と情熱」が であると定義し，それを測定する

尺度を開発した。 は米軍の陸軍士官学校や陸

軍特殊部隊の選抜コースの厳しい訓練を耐え抜い

たり，英単語スペリングコンテストで優勝したり

するなど，様々な領域における達成との関連が示

されている ， 。 ＆

は， 項目版の

尺度を作成し，本邦でも西上・奥上・雨宮

により，日本語訳された日本語版 尺度が開

発された。

以上を踏まえ，本研究では小学生の とスト

レス反応の関連について検討することを目的とす

る。仮説として は「根気」と「一貫性」の

つの下位尺度から成り，基本には「やり抜く力」

があるので，ストレス反応の「無気力」との間に

は負の相関関係がみられることが予測される。

方 法

調査時期： 年 月 対象学級：公立小学校

～ 年生 名 測定用具：日本語版 尺度

西川・奥上・雨宮， を小学生用に書き変え

たもの 項目，②小学生用ストレス反応尺度 嶋

田・戸ヶ崎・坂野， 項目を使用した。

調査手続き：学校長，学級担任に承諾を得た上で，

学級ごとに集団方式で質問紙における調査を実施

した。調査を実施するにあたり，この調査は学校

の成績に関係がないこと，回答は強制ではなく回

答しなくても不利益を被らないこと，回答は担任

教師を含め教職員に見られることなく，データ処

理されること，個人のプライバシーは守られるこ

とが調査参加者に伝えられた。また，上記内容に

ついてはフェイスシートにも明記した。

結 果

各尺度の因子構造

小学生用 尺度 項目については逆転項目

を処理した上で最尤法，プロマックス回転による

因子分析を行った。その結果，先行研究と同様の

因子構造が確認された。小学生用ストレス反応

尺度 項目については主因子法，バリマックス回

転による因子分析の結果，ほぼ先行研究と同様の

因子構造が確認された。

小学生の とストレス反応との関連

「 」と，「身体的反応」「抑うつ・不安感

情」との間にはほとんど相関がみられなかった。

「 」と「不機嫌・怒り」 ，

「無気力」 との間には有意な負の

相関がみられた。結果を に示した。

考 察

短縮版 横山， を用いた西上ら

の報告における と「抑うつ感」「不安」「怒り

敵意」との間にはほとんど相関がみられなかった

という結果は，本研究における小学生用ストレス

反応尺度の下位尺度「抑うつ・不安感情」におい

ても同じ傾向を示した。しかし本研究では

と「不機嫌・怒り」との間に有意な負の相関がみ

られ，先行研究と異なる結果となった。それが，

「怒り 敵意」と「不機嫌・怒り」という下位尺度

のニュアンスの違いによるものか，または，発達

段階等との違いによるものなのかは今後さらに検

討が必要である。また，本研究で小学生の

とストレス反応の関連について，小学生の

が高いほど，無気力ではなくなることが実証的に

示され，仮説は支持されたと考えられる。

Table1　各尺度間の相関係数

1 2 3 4 5

1 Grit-S ― -.16* -.07 -.26** -.48**

2 身体的反応 ― .45** .44** .43**

3 抑うつ・不安感情 ― .54** .43**

4 不機嫌・怒り ― .59**

5 無気力 ―

*p＜.05，**p＜.01
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児童の他律的セルフ・エスティームとストレスの関連
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目 的

近年，セルフ・エスティーム（Self-Esteem: SE）
を適応的な面と不適応的な面に弁別して捉える研

究が行われている。山崎他（2017）は適応的な面

を自律的 SE，不適応的な面を他律的 SE と提唱し，

研究を展開している。他律的 SE は外的な達成基

準や他者との比較に依存して高まる SE を指す。

この SE には全体と領域（特定の領域で特化して

高まる）の観点があり，他律的 SE の全体的な特

徴を測定する尺度と（賀屋他，2018），学校教育で

扱われるコンピテンス領域の他律的 SE を測定す

る尺度が作成されている（賀屋他，印刷中）。

子どもたちの学校教育の学習活動の過程で起こ

る他者との比較や他者が設定する基準との比較に

よって高められる全体およびコンピテンス領域別

の他律的 SE は，子どもたちのストレスを高めて

いる可能性が懸念される。そこで本研究では，全

体および領域別の他律的 SE がストレス事象に及

ぼす影響を検討する。

方 法

調査時期・調査対象 調査は A 県の小学校（3 校）

の 4 から 6 年生と，B 県の小学校（1 校）の 5 年

生から 6 年生の計 592 名（男子 291 名，女子 301
名）を対象に行った。

測定方法 全体的な他律的 SE を測定するために，

児童用他律的 SE 尺度（賀屋他，2018）を使用し

た。「わたし（ぼく）は，友だちよりも，よいとこ

ろを多くもっている」など，7 項目で構成されて

いる。評定は，「1. まったくあてはまらない」か

ら「4. とてもよくあてはまる」の 4 件法でたずね

た。また，領域別の他律的 SE を測定するために，

コンピテンス領域別他律的 SE 尺度（賀屋他，印

刷中）を使用した。全体的な他律的 SE の尺度と

同様の項目を勉強，運動，芸術・技術の 3 領域ご

とにたずねる全 21 項目から構成される。評定も同

様に 4 件法でたずねた。児童の学校生活における

ストレスを測定するために，心理的ストレス尺度

（長根，1991）を使用した。classmate（対人関係

に対するストレス）, presentation（人前でのパフォ

ーマンスに対するストレス）, achievement（学業

成績など評価に対するストレス）, failure（失敗に

対するストレス）の 4 因子，全 20 項目で構成され

ている。評定は，「1. いいえ」から「4. はい」の

4 件法でたずねた。

結果と考察

すべての分析は全体および男女別で検討を行っ

た。まず，各変数の相関係数を算出した。全体的

な他律的 SE に注目すると，classmate と failure に

有意な正の相関，presentation には全体と女子にお

いて有意な負の相関がみられた。次に各ストレス

を目的変数，領域別（勉強，運動，芸術・技術）

の他律的 SE を説明変数として重回帰分析を行っ

た。その結果，classmate の全体と男女，presentation
と achievement の全体と女子，failure の全体と男子

において重決定係数が有意であった。標準回帰係

数をみると，classmate には勉強と芸術・技術領域

が有意な正の影響を与える一方で，presentation や

achievement には勉強領域が有意な負の，芸術・技

術領域が正の影響を与えることが示された。

failure には勉強領域が有意な正の影響を与える一

方で，運動領域は有意な負の影響を与えているこ

とが示された。これらの結果から，他律的 SE の

ストレスに対する影響は正負の両方の関係がみら

れ，他律的 SE がストレスを軽減する一方で，別

のストレスを高めてしまう可能性が示された。

Table 1 全体・男女における各変数の相関係数ならびにコンピテンス領域別の他律的 を説明変数，

心理的ストレス尺度の各変数を従属変数とした重回帰分析の結果

説明変数

(他律的SE) 
全体 全体他律 .22 ** -.12 ** .02 .06

(n=592) 勉強 .22 ** .18 *** 3.93 -.18 ** -.23 *** -5.01 -.07 -.12 * -2.53 .11 ** .18 * 2.54
運動 .11 * .01 .23 -.05 .01 .15 .01 .03 .69 -.05 -.18 ** -2.65
芸術 .18 ** .11 ** 2.58 .03 .11 ** 2.52 .06 .10 2.15 .11 ** .10 * 2.15

男子 全体他律 .27 ** -.06 .09 .12 *

(n=291) 勉強 .28 ** .27 *** 4.09 -.10 -.09 -1.32 .00 -.02 -.22 .14 * .20 ** 3.02
運動 .16 .06 .87 -.05 .00 -.01 .02 .02 .29 -.05 -.13 * -2.02
芸術 .09 -.03 -.49 -.05 -.02 -.23 .03 .03 .44 .03 -.01 -.11

女子 全体他律 .25 ** -.11 .00 .06
(n=592) 勉強 .23 ** .16 ** 2.58 -.24 ** -.32 *** -5.16 -.12 * -.17 ** -2.73 .12 * .08 1.24

運動 .16 ** .08 1.36 .04 .10  † 1.68 .08 .11  † 1.76 .02 -.03 -.50
芸術 .21 ** .13 * 2.01 .02 .12  † 1.89 .03 .07 1.09 .13 * .11  † 1.74
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